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大
震
災
に
よ
る
県
内
の
住
宅
被
害

は
15
万
２
千
棟
、
持
ち
家
世
帯
の

約
２
割
に
及
び
ま
す
。
全
壊
ま
た
は

半
壊
と
判
定
を
受
け
た
場
合
、
「
被

災
者
生
活
支
援
制
度
」
（
最
高
３
０

０
万
円
）
の
支
援
対
象
に
な
り
ま
す

が
、
被
災
家
屋
の
９
割
を
占
め
る

「
一
部
損
壊
」
の
補
修
費
用
に
は
支

援
策
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 
大
内
久
美
子
県
議
は
予
算
特
別
委

員
会
で
、
「
家
屋
の
補
修
を
見
積

も
っ
て
も
ら
っ
た
ら
６
０
０
万
円
も

か
か
る
と
い
わ
れ
た
」
な
ど
切
実
な

声
を
紹
介
し
、
家
屋
や
店
舗
な
ど
の

補
修
に
た
い
す
る
県
独
自
の
支
援
策

を
求
め
ま
し
た
。
 

求
め
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
創

設
な
ど
に
活
用
す
る
よ
う
提
起
し
ま

し
た
。
橋
本
知
事
は
「
交
付
金
の
追

加
配
分
を
国
に
求
め
て
い
く
」
と
答

え
ま
し
た
。
 

 
水
戸
市
三
の
丸
に
あ
る
県
内
唯
一

の
中
央
児
童
相
談
所
一
時
保
護
所
も

損
壊
し
、
入
所
し
て
い
た
子
ど
も
た

ち
が
市
外
に
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。
 

 
保
健
福
祉
委
員
会
で
大
内
県
議
は

「
避
難
先
で
は
一
時
保
護
所
の
機
能

は
果
た
せ
な
い
。
早
急
な
改
善
を
」

と
要
望
。
県
は
県
立
聾
学
校
の
寮

（
水
戸
市
千
波
）
を
補
修
し
、
代
替

施
設
と
し
て
使
え
る
よ
う
に
整
備
、

５
月
11
日
に
移
転
が
実
現
し
ま
し

た
。
 

第２回定例会特集 

（６月６日～２０日） 

 
大
内
県
議
は
昨
年
３
月
、
県
立
こ

ど
も
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
の
「
移

転
・
民
設
民
営
」
化
方
針
に
た
い

し
、
県
立
と
し
て
充
実
さ
せ
、
現
在

地
建
て
替
え
を
主
張
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
水
戸
養
護
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
関

係
者
の
運
動
が
広
が
り
移
転
計
画
は

断
念
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
「
民
設

民
営
」
化
方
針
は
変
え
ず
、
５
月
末

に
民
間
事
業
者
を
決
定
し
ま
し
た
。
 

 
予
算
特
別
委
員
会
で
大
内
県
議

は
、
県
の
障
害
者
福
祉
を
民
間
に
委

ね
る
姿
勢
を
批
判
。
セ
ン
タ
ー
内
に

養
護
学
校
の
分
校
を
設
置
し
、
リ
ハ

ビ
リ
や
療
育
相
談
の
充
実
の
た
め

に
、
医
師
や
理
学
療
法
士
の
県
職
員

の
配
置
を
求
め
ま
し
た
。
 

全壊…………２，１６３棟 
半壊………１５，１６４棟 
一部損壊……… 
    １３２，５４１棟 
床上浸水……１，４６２棟 
床下浸水……… ６６９棟 
    （６月２４日現在） 

●住宅被害 

●中小企業の被災状況 

〔建物・外構など〕 
被害あり……６９．０％ 
 全壊……………１．７％ 
 半壊……………６．５％ 
 一部損壊……６０．８％ 
〔生産設備など〕 
商品・製品……２８．５％ 
空調・給水設備…… 
       ２２．７％ 
店舗設備………２０．６％ 
生産設備………１０．７％ 
 ※県商工労働部が関係団体
に依頼した震災直後の緊
急アンケートの結果か
ら。調 査 期 間 ３ /14 ～
23。回答数県内1,023社 

●中小企業者の相談件数 

地震災害に関する特別相談
窓口（事業活動の再開・継
続に係る相談等）…… 
     １３，２２７件 
   （３/14～６/８累計） 

 
財
源
に
つ
い
て
大
内
県
議
は
、
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
す

る
な
ら
、
被
災
家
屋
へ
の
補
助
は
可

能
と
指
摘
。
交
付
金
の
増
額
を
国
に

地震の被害で使えなくなった
一時保護所を調査（４月） 

液状化被害で全面復旧に約２ヵ月かかった
鰐川浄水場（鹿嶋市）を調査（４月） 

◇建設予定地―旧水戸産業技

術専門学院跡地（水戸市元

吉田町）（現在地に隣接） 

◇定員―肢体不自由児施設：

35名、重症心身障害児施

設：100名 

◇新施設の事業者―社会福祉

法人・愛正会（高萩市） 

◇今後のスケジュール―2011

年から２ヵ年で設計・建

設。2013年３月に開所 

大内久美子県議 



2011年７月  大内くみ子県議の県政報告   （２） 

東
海
第
２
原
発
は
３
月
11
日
の
大

地
震
で
原
子
炉
は
自
動
停
止
し
ま
し

が
、
外
部
電
源
が
断
た
れ
、
内
部
電

源
と
な
る
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
も
、
１
台
が
津
波
で
使
用
不
能
と

な
り
、
残
る
２
台
で
炉
心
を
冷
却
す

る
と
い
う
「
あ
わ
や
電
源
喪
失
」
の

事
態
を
招
き
ま
し
た
。
 

 
大
内
県
議
は
６
月
14
日
、
市
町
村

議
員
と
と
も
に
被
災
現
場
を
視
察
し
ま

し
た
。
原
電
側
は
、
建
屋
の
と
び
ら
の

強
化
や
防
護
壁
の
か
さ
上
げ
な
ど
を
検

討
す
る
と
の
べ
ま
し
た
。
大
内
県
議
は

「
い
ろ
い
ろ
対
策
を
と
る
と
い
う
が
、

安
全
だ
と
い
う
保
証
は
ど
こ
に
も
な
い

こ
と
を
実
感
し
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

 
福
島
原
発
の
事
故
は
、
原
発
の
危
険
性

を
事
実
を
も
っ
て
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
 

 
大
内
県
議
は
予
算
特
別
委
員
会
で
、
東

海
第
２
原
発
は
運
転
開
始
か
ら
33
年
と

老
朽
化
し
、
半
径
20
㌔
圏
内
の
人
口

71
万
人
は
全
国
１
の
密
集
地
と
指
摘
。

「
大
地
震
や
津
波
に
見
舞
わ
れ
る
危
険
性

が
な
い
と
断
言
で
き
る
原
発
は
一
つ
も
な

い
。
東
海
第
２
原
発
の
運
転
再
開
は
認
め

る
べ
き
で
な
い
」
と
迫
り
ま
し
た
。
 

 
橋
本
知
事
は
「
安
全
が
確
認
で
き
な

け
れ
ば
も
ち
ろ
ん
認
め
な
い
。
現
段
階

で
は
い
い
と
も
悪
い
と
も
考
え
て
い
な

い
。
現
在
、
定
期
検
査
中
な
の
で
、
そ

の
間
、
事
業
者
の
対
応
策
も
聞
き
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。
 

 
東
海
第
２
原
発
は
５
月
21
日
か
ら

11
月
ま
で
約
６
ヵ
月
間
の
定
期
検
査
に

入
っ
て
い
ま
す
。
 

 
大
内
県
議
は
さ
ら
に
、
過
酷
事
故
を

想
定
し
た
防
災
計
画
の
抜
本
的
見
直
し

を
提
起
。
現
在
の
８
〜
10
㌔
圏
内
の

防
災
計
画
は
、
せ
め
て
30
㌔
圏
内
で

の
避
難
計
画
と
防
災
訓
練
が
必
要
に
な

る
と
指
摘
し
、
緊
急
時
の
ヨ
ウ
素
剤
の

配
布
体
制
を
求
め
ま
し
た
。
橋
本
知
事

は
「
国
か
ら
指
針
が
出
た
ら
参
考
に
し

て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。
 

 
福
島
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚

染
が
県
内
に
も
広
が
り
、
と
く
に
子

ど
も
た
ち
へ
の
健
康
被
害
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

 
大
内
県
議
は
「
正
確
な
情
報
を
知

り
た
い
」
と
い
う
県
民
に
こ
た
え
て

い
く
べ
き
だ
と
強
調
し
、
県
庁
を
は

じ
め
全
市
町
村
に
常
時
測
定
で
き
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
設
置
、
学

校
や
公
共
施
設
へ
の
測
定
機
の
配
備

を
求
め
ま
し
た
。
橋
本
知
事
は
「
測

定
体
制
は
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と

答
え
ま
し
た
。
 

 
現
在
、
常
時
監
視
測
定
局
は
東
海

村
の
東
海
第
２
原
発
や
大
洗
町
の
高

速
実
験
炉
「
常
陽
」
の
周
辺
に
設
置

さ
れ
、
デ
ー
タ
は
ひ
た
ち
な
か
市
の

県
環
境
放
射
線
監
視
セ
ン
タ
ー
で
収

集
・
公
開
し
て
い
ま
す
。
 

 所在地  局舎名 

東海村 石神 
豊岡 
舟石川 
押延 
松村 
三菱原燃 
原燃工 

那珂市 横堀 
門部 
菅谷 
本米崎 
額田 
鴻巣 
後台 
瓜連 

ひたち 
 なか市 

馬渡 
常陸那珂 
阿字ヶ浦 
堀口 
佐和 
柳沢 

日立市 久慈 
大沼 

常陸 
太田市 

磯部 
真弓 
久米 
根本 

大洗町 大貫 
磯浜 

鉾田市 造谷 
荒地 
田崎 
樅山 
上冨田 
徳宿 

茨城町 広浦 
海老沢 
谷田部 

水戸市 吉沢 
大場 
石川 

 ９市町村・４１局 

環境放射線常時監視
測定局（県設置） 

予算特別委員会で知事に質問する
大内久美子県議（６月１６日） 

被災現場を視察する大内県議（左から３
人目）と市町村議員（日本原電撮影）

津波で浸水し使用不能
となった冷却用海水ポ
ンプ（同） 

このほか事業所が
設置している１０
局などがありま
す。 

 


